「 故 障 か な ?」 と 思っ た ら (不調 診断 ) a LIMCO 


現象 > 関節 部 が 確実 に ロッ ク し な い 。 aa 
節 に = ろ 関 則 肢 1 この た び は 本 製品 を 、 お 買い 上 げ 頂 きま し て あ 
ュ / り が と う ご ざ いま す 。 


* 関節 部 が スム ー ズ に 開閉 で き な い 。 
この 取扱 説明 書 は 、 本 製品 の 使い か た と 使用 上 


点検 する 箇所 処置 の し か た 


ッ ク 機 能 が そこ な われ る よう な 破損 や 変形 、 サ ビ | ある 場合 は 、 使 わな いで 廃棄 し て くだ さい 。 
け き が あり ませ ん か 。 取 払 明 3 の 注意 事項 に つい て 記載 し て いま す 。 
支柱 や 関節 部 に 変形 が あり ませ ん か 。 ある 場合 は 、 使 わな いで 廃棄 し て くだ さい 。 ーー ご 使用 前 に は 必ず 、 こ の 取扱 説明 書 を 計 移 議 


みい た だ き 、 事 故 が 起こ ら な いよ う 、 内 容 に し 


関節 部 が サビ 付い て いま せん か 。 サビ 付い て いる 場合 は 、 関 節 部 に 注油 し て くだ さい 。 
機能 が そこ な われ る よう な いち じ る し い サ ビ 付 き が 
ある 場合 に は 、 使 わな いで 廃棄 し て くだ さい 。 


関節 部 に 砂 - 泥 - ホ コリ が 入っ て いま せん か 。 ある 場合 は 、 取 り 除い て くだ さい 。 取り 除け な い 場 
合 は 、 使 わな いで 廃棄 し て くだ さい 。 


齋 放 


た が つて 正しく お 使い くだ さい 。 
また 、 お 謗 み に な っ た 後 も 、 こ の 取扱 説明 書 を 
すぐ に 取り 出せ る 所 へ 大 切 に 保存 し て くだ さい 。 


4N 


< 現象 > * 設置 面 が 水平 で わる の に 、 ガ タ ガ タ する 。 


点検 する 箇所 


処置 の し か た 


脚 元 や 先端 が 曲がっ て いま せん か 。 


が っ て いる と き は 、 使 わな いで 廃棄 し て くだ さい 。 


滑り 止め キャ ッ プ (支柱 端 具 ) が 、 外 れ た り 、 す り 減 っ 
た り し て いま せん か が 。 


外れ た り 、 す り 減 っ た り し て いる と き は 、 使 わな いで 
くだ さい 。 (弊社 まで ご 相談 くだ さい 。 ) 


@ 多 関節 脚立 は 、 正 し く 使 われ て いな いと 転倒 
や 転落 の 危険 が あり ます 。 お 使い に な る と き は 、 
多 関節 脚立 の 安定 し た 状態 を 確認 し て くだ さい 。 


人 @ 多 関節 脚立 は 、 昇 降 面 の 左右 方 向 に 転倒 し や 
すい の で 、 十 分 注意 し て お 使い くだ さい 。 

@⑯ は し ご 状態 で 使う と き や 、 脚 立 状態 足場 台 状 
態 で も ガタ ツキ や すべ り の 恐れ が ある と き は 、 


く 現 象 > * 大 きく ガタ ガタ し て いる 


点検 する 箇所 処置 の し か た 
全体 に 大 きく 曲がり や ね じ れ が あり ませ ん か が 。 ある 場合 は 、 使 わな いで 廃棄 し て くだ さい 。 


支柱 や 踏 ざ ん に 、 曲 が りや へ こみ な どの 変形 は あり | ある 場合 は 、 使 わな いで 廃棄 し て くだ さい 。 
ませ ん か が 。 


大 人 の 補助 者 が し っ か り 支 えて 、 転 倒 や 転落 
し な いよ うに 、 十 分 注意 し て お 使い くだ さい 。 

@ こ の 取扱 説明 書 に 書か れ た 使い か た 以外 の 
使用 方 法 や 注意 事項 を 守ら ず に 、 事 故 を 起こ 
され て も 責任 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ 
さい 。 


く 現 象 > 折り た た ん だ と き 、 合 わ さ れ る 脚 に 大 き な ズ レ が ある 。 


点検 する 箇所 処置 の し か た 
関節 部 に 変形 が あり ませ ん か が 。 ある 場合 は 、 使 わな いで 廃棄 し て くだ さい 。 


関節 部 を 止め て いる リベット が 、 ゆ る ん だ り 外 れ た り | ある 場合 は 、 使 わな いで 廃棄 し て くだ さい 。 も くじ 

し て ませ ん か が 。 表示 マー ク に つい て 上 (ーー ドド に に に にし に つつ ] 
1 各部 の な まえ ドー ドド ドド に ドド ーー の 

人 警告 製品 に 異常 が あっ た 場合 、 自 分 の 判断 で 、 手 直し や 補修 は 絶対 に し な いで くだ さい 。 Rm 
一 度 変形 し た 本 体 や 金具 は 、 い ち じ る し く 強 度 が 落ち て お り 、 手 直し し て も 本 体 や 金具 5 人 0 

の 破損 が 起こ り 、 転 倒 や 転落 に よる 人 身 事故 の 原因 に な り ま す 。 ご 使用 前 の 点 栖 :… ト ーー 
禁止 多 関節 脚立 の 使い が た mem や 14 
ー 関節 部 の 操作 の し か た ーーー 15 
Ra ルイ 株 式 会 社 用 状態 使い か た ーーー 1e 
〒569-8510 大 阪 府 高槻 市 三島 江 1-1-] 使用 後 の お 手入れ と 保管 の し か た ……………… 2 
故 陣 か な ? と 思っ た ら ( 不 調 診断 ) ……………… 82 


お 客 様相 談 室 【 細 @0120-302-669 
10:00 て 16:00 た だ し 12:00 一 13:00 及 び 土 : 日 - 祝 を 除く 
※ こ の 取扱 説明 書 は 、 無 断 転用 を 禁じ ます 。 


で きる 3 つの 形態 


ら 010072-FS 


表示 マー ク に つい て 


取扱 説明 書 や 製品 の ラベ ル に 記載 され て いる 
マー ク 付 き の 説 明 は 、 安 全 上 、 特 に 重要 な 
項目 で すか ら 、 必 ず お 守り くだ さい 。 


人 倉 険 


記載 され て いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 死 亡 や 
重大 な 事故 が 生じ る 危険 が 極め て 大 きい こと 
を 示し ます 。 


に ニー ゴ 
年 一 」 


記載 され て いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 死 亡 や 
傷害 事故 が 生じ る 危険 が あめ る こと を 示し ます 。 


る , に ー ゴ 
/ 人 注意 
記載 され て いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 け が や 
製品 が 破損 する 恐れ が ある こと を 示し ます 。 
※ 破 損し た まま で 使用 し ます と 、 転 倒 や 転落 に 
よる 傷害 事故 の 原因 に な り ま す 。 


禁止 
この マー ク は 、 禁 止 ( し て は いけ な いこ と ) を 
示し ます 。 


強制 
この マー ク は 、 強 制 (必ず する こと ) を 示し ます 。 


ぐ 絵 表示 に つい て > 
警告 表示 の 要点 が 一 目 で 理解 で きる よう に 、 
警告 ラベ ル の 中 で 絵 表 示 を 使用 し て いま す 。 
絵 表 示 に は 下記 の 意味 が あり ます 。 


感電 注意 


持ち 運び や 移動 ・ 設 置 時 に 、 配 電線 に 触れ る 
と 感電 し て 危険 で ある こと を 示し ます 。 


| 可動 部 や 回 転 部 で 

"和夫 | 手 を は さま な いよ う 注 意 
製品 を 操作 する と き に 、 可 動 部 や 回 転 部 な ど 
で 手 を は さむ 恐れ が ある こと を 示し ます 。 


< | 脚立 状態 で は 、 最 上 段 の 
八 | 踏 ざ ん に 立つ こと 禁止 
バラ ンス を くず し て 転倒 や 転落 の 危険 が あ 
る こと を 示し ます 。 


関節 部 の ロッ ク 忘 れ に 
々 トー 

注意 

使用 状態 に し た と き 、 関 節 部 の ロッ ク を 忘れ 
て 使う と 製品 が 、 折 り た た まれ て 、 転 倒 や 転落 
の 危険 が ある こと を 示し ます 。 


MS この 面 は 裏面 で す 
使用 禁止 

裏面 を 使う と 関節 部 が 破損 し て 、 転 倒 や 転落 
こよ る 事故 の 恐れ が ある こと を 示し ます 。 


ネ ] 足場 台 状 態 で は 、 天 板 の 上 で 
2 | 爪先 立ち する こと 禁止 
天 板 の 上 で 爪先 立ち する と 、 身 体 の バラ ンス 
を くず し て 、 転 倒す る 危険 が あめ る こと を 示し 
ます 。 
太 = リー 詩音 
か | 左右 方 向 転倒 に 注意 
バラ ンス を くず し て 、 転 倒 や 転落 の 恐れ が あ 
る こと を 示し ます 。 


将 部 の な まえ 


く 脚 立 の 状態 > 
人 危険 ラベ ル 
(ラベ ルナ ン バ ー:ALB-53- 〇 ) 
| 作 危 険 そ 入 ここ に の る ご ど 閑 中 
警告 ラベ ル 

ラベ ルナ ン バ ー:B-13- 〇 ) 


7 人 指 は さ み 注 意 ラ ベル 
(ラベ ルナ ン バ ー:ALB 一 59 一 〇 ) 


ALB-53 


8| 75 度 指示 ラベ ル 
時 / 人 N 使 


| 
(ラベ ル 


75 度 指示 ラベ ル 賠 
/ 人 危険 ラベ ル 
/N 危 険 ラ ベル 


警告 ラベ ル 


本 体 表示 ラベ ル 


』 上 の 注意 ラベ ル 
ルナ ン バ ー : ALB-55- 〇 ) / 
5 U 


geiege 
ECO 


は し ご を 使う と き 、 こ の 
ラベ ル の ライ ン を 水平 
な 地面 ( 床 ) 垂直 な 壁 
平行 に し ます 。 


関節 部 の 操作 の し か た ラベ ル 
(ラベ ルナ ン 人 バー:ALB-56-O) 


滑り 止め キャ ッ プ ( 支 相 


※1. ラ ベル を 取り 寄せ る と き は 、 ラ ベル ナン バー 
を ご 連絡 くだ さい 。 
ら . ラ ベル ナン バー は 、 ラ ベル の 右 下 に 記載 され 
て いま す 。 
3. ラ ベル ナン バー の 〇 は 、 改 訂 ナ ン バ ー で す 。 


音 部 の な まえ 


く は し ご の 状態 > 


/N 使 用 上 の 注意 ラベ ル 
(ラベ ルナ ン バ ー:ALB-57- 〇 ) 


人 Ak は し で 状 態 で は 1 5 う 還 0J| 選 
隊 ER EN) 2 名 fe7 認 


関節 部 


條 警告 ラ ベル 


(ラベ ルナ ン バ ー:B-13- 〇 ) 足場 板 


支柱 


踏 ざ ん 


ロッ ク 解 除 レバ ー 


関節 部 


(ラベ ルナ ン バ ー:ALB-54- 〇 ) 
75 度 指示 ラベ ル 


は し ご を 使う こき 、 こ の ラベ ル 
の ライ ン を 水平 な 地面 ( 床 ) ・ 
垂直 な 建物 と 平行 に し ます 。 


《 足 場合 の 状態 > 


※ 定 場 板 は 、 本 体 表 示 ラ ベル に ある 
推奨 寸法 ( 幅 x 長 さ :29cmx1m47cm 


厚 さ ご :2cm 以 上 ) の も の を ご 用 意 く だ さい 。 


安 生 の た ゆめ に 、 必 ず 守 っ つて いた だ きた いこ と 


ここ に 記載 され て いる 注意 事項 を 守ら な いと 、 


死亡 や 重大 な 事故 、 製 品 の 破損 が 生じ る 恐 
れ が あり ます 。 


1. 使用 秒 件 に つい て 


人 警告 多 関節 脚立 は 3 つの 形態 ( 表 
紙 イ ラス ト 参 照 ) に 限り ます 。 
これ ら の 用 途 以 外 の 使い か た 
ST を し な いで くだ さい 。 
この 製品 は 、 高 いと ころ で 作業 する た め の 
足場 と し て 作ら れ た 「 脚 立 ・「 足 場合] の 
用 途 と 、 建 物 な ど に 立て 掛け て 高い 所 に 昇 
り 降り する 「 は し ご 」 の 用 途 が あり ます 。 「 は 
し ご 」 と し て 使う と き は 、 作 業 を し な いで く 
だ さい 。 使い か た を 誤っ た り 、 用 途 以外 の 使 
いか た を し ます と 転倒 や 転落 に よる 重大 な 
事故 の 麗 れ が あり ます 。 


人 警告 は し ご で 使う と き は 、 必 ず 大 
人 の 補助 者 が は し ご を 支え て 
くだ さい 。 

強制 

補助 者 が は し ご を 支え な いと 、 は し ご が 動き 

ます 。 その と き パ ラン ス を くず し て 、 転倒 や 

転落 の 如 れ が あり ます 。 

また 使用 中 は 、 は し ご を 支え る 補助 者 以外 

の 人 は 近づけ な いで くだ さい 。 


警告 この 製品 は 、 本 体 表 示 ラ ベル 
で の 最大 使用 質量 の 範囲 内 
で 使用 し て くだ さい 。 

強制 

体重 と 荷物 の 合計 質量 が 、 最 大 使用 質量 を 

超え る と き は 、 使 用 し な いで くだ さい 。 

また 、 荷 物 は バラ ンス が 保てる 程度 の 大 き 

さや 重 さ ぐに し て くだ さい 。 


人 警告 多 関節 脚立 を 加工 や 改造 し な 


いで くだ さい 。 


禁止 
重大 な 事故 を 起こ す れ が あり ます 。 


中 


條 警告 お 子 様 や 取扱 説明 書 ・ 警 告 ラ 
ベル の 内 容 が 理解 で き な い 
人 に は 、 使 わせ な いで くだ さい 。 

禁止 

この 製品 の 取扱 説明 書 や 警告 ラベ バベル に は 、 

安全 に 使用 する 上 で 特に 重要 な こと が 書か 

れ て いま す の で 、 内 容 が 理解 で き な い 人 が 

使う と 、 重 大 な 事故 に つなが る 恐れ が あり ます 。 


條 注意 使用 に 適し た 服装 で 使っ て く 


⑨④ だ さい 。 


強制 
製品 に 引っ 掛か っ た り 、 す そ を 踏み つつ ける 巡 
れ の ある 服装 で 使用 し な いで くだ さい 、。 


條 注意 お 下 \ に な る と き は 、 作 業 帆 ( へ 
ル メ ッ ト な ど ) を 着用 し て くだ 
さい 。 

強制 


仏 注意 貼り つけ て ある ラベ ル が 無く 
な っ た り 、 読 ゆめ なくなっ た 製品 
は 使わ な いで くだ さい 。 
禁止 
必ず 、 弊 社 か ら 新 し い ラ ベル を 取り 寄せ 、 正 
し い 位 置 に 貼り 、 内 容 を 理解 し て か ら 使 っ て 
くだ さい 。 
※ ラ ベル を 取り 寄せ る と き は 、 ラ ベル の ナ 
ン バ ー (2・G3 ペ ー ジ を 参照 ) を ご 連結 くだ 
さい 。 


/N 注 意 身体 が 下記 の 状態 の と き は 、 


使わ な いで くだ さい 。 


禁止 
疲れ て いる と き 
* 楽 や お 漂 を 飲ん だ と き 
* 病気 や 妊娠 し て いる と き 
身体 に 異常 を 感じ る と き 
身体 の バラ ンス が 保 て す 転倒 や 転落 の 恐れ 
が あり ます 。 


條 注意 この 製品 を 人 に 貸す と き は 、 
取扱 説明 書 も 共に 貸し 出し て 
くだ さい 。 

強制 

取扱 説明 書 に は 、 安 全 に 使用 する 上 で 特に 

重要 な こと が 書か れ て いま す の で 、 よ く ご 理 

解 の うえ 使う よう に 指導 し て くだ さい 。 


ら . ご 使用 に な る 前 に 


/ 人 警告 使う 前 に は 、 必 ず 「 ご 使用 前 
の 点検 ( 13 ページ 参 照 ) 」 
@⑳5 を 行い 、 異 常 の な いこ と を 確 
強制 認 し て くだ さい 。 
異常 の ある と き は 、 絶 対 に 使わ な いで くだ 
さい 。 重大 な 事故 に つなが る 恐れ が あり ます 。 


安全 の た め に 、 必 ず 守 っ て いた だ ぎ きた いこ と 


人 警告 変形 し た 多 関 節 脚立 を 使わ な 
いで くだ さい 。 


禁止 
この 製品 は アル ミ 製 で す 。 曲がっ た アル ミ 
材 は 曲げ 直す と 強度 が いち じ る し く 低 下 し 
ます 。 し た が っ て 、 変 形 し た 製品 を 修理 し て 


重大 な 事故 の 原因 に な り ま す 。 


使い ます と 、 容 易 に 折れ た り 曲 が っ たり し て 、 


3. 運ぶ と き は 


人 注意 トラ ッ ク な ど に ロー ブ で 固定 
する と き は 、 ロ ー プ を 激しく 
引っ 張ら な いで くだ さい 。 

禁止 

製品 に 草 裂 が 入り 、 使 用 中 に 折れ て 転落 す 

る 恐れ が あり ます 。 


條 注意 収納 状態 で 持ち 運 ぶ と き は 、 

支柱 が 開か な いよ うに ロー プ 
《⑱ な ど で 固 定 し て くだ さい 。 
強制 

支柱 が 開い て 、 働 

害 事故 や 物 損 事 

故 を 起こ す 麗 

が あり ます 。 


條 注意 持ち 運ぶ と き は 、 引 きず っ た り 、 
投げ た り 、 乱 暴 に 扱わ な いで 
禁止 
乱暴 に 扱う と 、 変 形 や へ こみ ・ 破 損 の 原因 に 
な り ま す 。 


4. 設置 する 場所 に つい て 


/ 人 危険 設置 する と き や 持 ち 運 ぶ と き は 、 
配電 線 に 注意 し て くだ さい 。 


強制 
この 製品 は 電気 、、` 
を 通し ます の で 、 
配電 線 に 触れ る 
と 感電 し 、 重 大 
な 事故 に つなが 
る 拓 険 が あり ます 。 


と 


條 警告 多 関節 脚立 が 安定 し な し 場所 
Q に は 、 設 置 し な いで くだ さい 。 


禁止 

設置 場所 が 下記 の 状態 で は 、 多 関節 脚立 が 

傾い て 転倒 や 転落 の れ が あり ます 。 

s や わら か い 地 面 で 、 多 関節 脚立 が 安定 し 
な い 場 所 。 

e 段差 が めった り 、 凹 凸 が あめ っ て 安定 し な い 
場所 。 

s は し ご で 使う と き 、 支 柱 の 片側 が ジャ リ 、 
も う 一 方 が コン クリ ー ト な ど 、 左 右 の 便 さ 
が 違う 場所 。 

e 多 関節 脚立 が ガタ ツク 場所 。 

e 傾斜 し て いる 地面 や 床 、 屋 根 の 上 。 

e 積雪 し て いる 場所 。 

s その 他 、 安 定 し な い 場 所 。 


/N 警 告 多 関節 脚立 が 滑り や すい 場所 
に は 、 設 置 し な いで くだ さい 。 


禁止 

設置 場所 が 下記 の 状態 で は 、 転 倒 や 転落 の 
世 れ が あり ます 。 
* 滑り や すい ビニ ー ル 製 の 床 ・ タ イル 鉄板 

の 上 。 
e 濡れ て いる 場所 。 
s 積雪 や 凍結 し て いる 場所 。 
* 滑り や すい タイ ル ・ ガ ラス な どの 壁 。 
* 砂 - ご み ・ ほ こり 落葉 な ど で 滑り や すい 場 
所 。 
* その 他 、 滑 りや すい 場所 。 


條 警告 足場 台 と し て 使う と き は 、 足 
場 板 が 水平 に な ら な い 場 所 
に は 設置 し な いで くだ さい 。 
禁止 
安定 が 確保 で き な いた め 、 転 倒 や 転落 の 麗 
れ が あり ます 。 


足場 板 や 踏ん が 
水平 じゃ な い / 


出入 口 や ドア の 前 に は 、 


の 
設置 し な いで くだ さい 。 


出入 


りす る 人 や 開け た ドア で 、 多 関節 脚立 
が 倒さ 


て 転倒 や 転落 の 巡 れ が あり ます 。 


さ 


警告 雨 の 中 や 風 の 強 い 場所 に は 、 
設置 し な いで くだ さい 。 


禁止 
濡れ た 踏 ざ ん で 滑っ た り 、 強 い 風 を 受け て 
身体 の バラ ンス を くず し て 、 転 倒 や 転落 の 
忘れ が あり ます 。 


條 警告 足元 や 周 較 が は っ きり 見 え 
な い 暗 が り に は 、 設 置 し な い 
〇 ① で くだ さい 。 
禁止 
足 を 踏み 外し た り 、 周 囲 の 危険 な 物 に 気付 
か な いこ と が 原因 で 、 転 倒 や 転落 の 恐れ が 
あり ます 。 


注意 周囲 に 危険 な も の が ある 場所 
や 、 頭 上 に 障害 物 の ある 場所 
〇 ① に は 設置 し な いで くだ さい 。 
禁止 
転倒 や 転落 の れ が あり ます 。 


安全 の た め に 、 必 ず 守 っ て いた だ きた いこ と 


條 警告 多 関節 脚立 を 開閉 する と き に 、 
可動 部 や 回 転 部 な ど で 、 手 を 
は さま な いよ うに 注意 し て く 

強制 だ さい 。 


記 | けが を する 麗 れ が あり ます 。 
"か 


/N 注 意 多 関節 脚立 を 開閉 する と き は 、 
① 支柱 を 持た な いで くだ さい 。 


禁止 
』 | 支柱 と 支柱 の 問 で 手 を は さむ 恐れ 
の | が あぁ あります の で 、 必 ず 踏 ざん を 持っ 
て くだ さい 。 


條 注意 多 関 節 脚立 を 開閉 する と き は 、 
関節 部 に 砂 ・ 泥 ・ ほ こり が 入ら 
⑳⑩) な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 
強制 
関節 部 に 砂 ・ 泥 ・ ほ こり が 入る と 、 関 節 部 が 
動か な く な る 恐れ が あり ます 。 


5. 多 関節 脚立 を 開閉 する と き 


| 6. 多 関節 脚立 を 設置 する と き 


/N 警 告 関節 部 を 確実 に ロッ ク し て く 


⑧ だ さい 。 


強制 [ 
関節 部 の ロッ ク が E 
不 十 分 で 使う と 、 
多 関節 脚立 が 開閉 
し 、 転 倒 や 転落 事 
故 を 起こ す 巡 れ が 
あり ます 。 


め 


se が 2 
ー クン 


gi \ い 
4 い 
N 
い 
還 いい eZ / ン 
多き 
NG の 


/ 人 警告 多 関節 脚立 を 高く する た め に 、 
製品 に パイ プ や 木 な ど を つ な 
い だ り 、 台 や 箱 の 上 に 乗せ た 
禁止 つり し な いで くだ さい 。 
つなぎ 目 が 折れ た り 、 台 や 箱 が 移動 し て 、 転 
倒 や 転落 事故 の 恐れ が あり ます 。 


7. 多 関節 脚立 で 昇り 降り や 作業 する と き 


人 危険 脚立 と し て 使う と き は 、 最 上 
段 の 踏 ざ ん の 上 に は 、 絶 対 に 


乗っ た り 、 座 っ た り 、 ま が っ た り 
禁止 し な いで くだ さい 。 
バラ ンス を くず し 、 


転倒 や 転落 する 
危険 が あめ り ます 。 


TA 


人 危険 は し ご と し て 使う と き は 、 立 て 
掛け 角度 は 、 約 75 度 に し て く 
だ さい 。 
強制 
は し ご を 立て すぎ る と 倒れ 、 ね か せ す ぎる と 
滑り ます の で 、 転 倒 や 転落 事故 の 危険 が あ 
り ま す 。 


人 危険 は し ご 状態 で は 、 裏 面 は 絶対 


① に 使わ な いで くだ さい 。 


禁止 
よし ご が 破損 や 変形 し て 、 転 倒 や 転落 事故 
の 恐れ が あり ます 。 


9 
/ 人 危険 足場 台 状態 で は 、 足 場 板 の 端 
0 に 乗っ た り 、 爪 先立ち や 片足 


で 立た な いで くだ さい 。 
禁止 
バラ ンス を くず し て 、 転 倒 や 転落 の 危険 が 
あり ます 。 
夫 板 に 乗る と き は 、 身 体 が 天 板 の 中 央 に な 
る よう に 乗っ て くだ さい 。 


Me 


分 


條 警告 建物 の 壁 に 立て 掛け た 場合 

は 、 は し ご の 上 か ら 9 段 目 以 

〇 ① 上 の 踏 ざ ん に は 乗ら な いで く 
St だ さ U。 


身体 が 不安 定 に な り 、 転 倒 や 転落 の 巡 れ が 


/ 人 警告 建物 の 屋根 な ど に 立て 掛け る 
場合 は 、 は し ご と 建物 の 接点 は 、 
最上 段 と ら 段 目 の 踏 ざん の 間 
強制 が 理想 的 で す 。 
は し ご を 建物 の 接点 か ら 長く 出し すぎ る と 、 
は し ご か ら 屋 根 へ 乗り 移る 場合 、 は し ご が 動 
きま す 。 その と き バ ラン ス を くず し て 、 転 倒 
や 転落 の 恐れ が あり ます 。 建物 の 高 さ に 合 
っ た は し ご を お 使い くだ さい 。 
や お を え ず 、 長 く 突 き 出る と き は 、 補 助 者 が 
特に 注意 し て は し ご を 押さ え 、 は し ご の 上 の 
使用 者 は 接点 より 上 の 踏 ざ ん や 支柱 に 体重 
を か け な い で くだ さい 。 


警告 は し ご 状態 で は 、 水 平 に し て 
使わ な いで くだ さい 。 


沿 


止 
製品 が 破損 し て 、 転 
倒 や 転落 の 恐れ が 
あり ます 。 - 


安全 の た め に 、 必 ず 守 っ て いた だ ぎ きた い こと 


讐 告 は し ご と し て 使う と き は 、 建 物 
の は りや 突き 出 た 壁 に 、 は し 
〇 ① ご の 先端 を 立て 掛け て 使わ な 
禁 いで くだ さい 。 
は し ご の し な りや 滑り に よっ て 、 は し ご の 先 
端 が 外れ 、 転 倒 や 転落 の 巡 れ が あり ます 。 


/N 警 告 多 内 節 脚立 を 折り た た ん だ まま 、 
建物 に 立て 掛け た り 、 水 平 に 

し て 使わ な いで くだ さい 。 

禁止 | 

不安 定 な 使用 
の た め 、 バ ラン 

ス を くず し て 、 

転倒 や 転落 の 

恐れ が あり ます 。 


警告 電柱 や 木 な ど 丸 いも の に は 、 
① 立て 掛け な いで くだ さい 。 


禁止 
管 ざ ん が 直接 あたる と 、 は し ご が 不安 定 に 
な り 、 バ ラン ス を くず し て 、 転 倒 や 転落 の 巡 
れ が あり ます 。 


人 警告 は し ご と 建物 の 接点 より 上 の 
踏 ざん や 支柱 に 、 体 重 を か け 
〇 ① な いで くだ さい 。 


禁止 


は し ご の 接地 側が 持ち 上 が っ て 不安 定 に な り 、 


転倒 や 転落 の 妨 れ が あり ます 。 


人 警告 は し ご と 屋根 の 間 を 乗り 移る 
と き は 、 は し ご が ずれ な いよ 
うに 注意 し て くだ さい 。 

強制 
は し ご が ずれ て 不安 定 に な り 、 転 仙 や 転落 
の 恐れ が あり ます 。 


警告 居 根 の 上 か ら は し ご を 移動 し 


① な いで くだ さい 。 


禁止 
身体 の バラ ンス を くず し た り 、 接 地面 が 不安 
定 に な っ て 、 転 倒 や 転落 の 如 れ が あり ます 。 


/N 警告 定 場 谷 と し て 使う と き は 、 足 
(!) 場 板 を 乗せ て くだ さい 。 


強制 
征 場 板 が な いと 、 定 を 滑ら せ て 転倒 や 転落 
の 恐れ が あり ます 。 
足場 板 は 、 本 体 表 示 に ある 推奨 寸法 の も の 
を ご 使用 くだ さい 。 


人 警告 足場 台 と し て 使う と き は 、 足 
場 板 が 動か な いよ うに 固定 し 
て くだ さい 。 
強制 
固定 し な いと 、 足 場 板 が 滑っ て 転倒 や 転落 
の 恐れ が あり ます 。 
足場 板 は 、 ロ ー プ な ど で 固 定 し て くだ さい 。 


條 警告 足場 台 と し て 使う と き は 、 足 
場 板 の 上 に 台 や 物 を 置い て 使 
〇 ① わな いで くだ さい 。 
禁止 
台 や 物 の 上 で 滑っ て 、 転 倒 や 転落 の 恐れ が 
あり ます 。 


警告 同時 に 2 人 以上 乗ら な いで く 


① だ さい 。 


禁止 
多 関節 脚立 が 不安 定 に な り 、 転 倒 や 転落 の 
忘れ が あり ます 。 


條 警告 製品 を 背 に し た り 、 手 放し で 
Q 昇り 降り し な いで くだ さい 。 


禁止 
身体 が 不安 定 に な り 、 転 倒 や 転落 の 恐れ が 
あり ます 。 


條 警告 多 関節 脚立 の 支柱 か ら 身体 を 
ぐ 乗り 出さ な いで くだ さい 。 


禁止 
体 を 乗り 出す と バラ ンス を くず し て 、 転 倒 
転落 の 丸 れ が あり ます 。 


GII 


安全 の た め に 、 必 ず 守 っ て いた だ ぎ きた いこ と 


人 警告 身体 の 安定 が 得 ら れ な いよ う 
な 荷物 を 持っ て 、 昇 り 降り し な 
いで くだ さい 。 

禁止 

バラ ンス を くず し て 、 転 倒 や 転落 の 恐れ が 

あり ます 。 その よう な 荷物 が ある と き は 、 背 

中 に 背負 うな ど し て 、 両 手 両足 が 使え る 状 

態 に し て くだ さい 。 


人 警告 多 関節 脚立 の 上 で 壁 や 物 を 舞 
理 に 押し た り 、 引 いた り し な い 
〇 ① で くだ さい 。 
禁止 
無理 に 押し た り 、 引 いた りす る と 、 反 動 で 多 
関節 脚立 が 不安 定 に な っ て 、 転 倒 や 転落 の 
恐れ が あり ます 。 。 


人 警告 ニ つ の 多 関節 脚立 の 間 に 板 
を か け て 、 足 場 な ど に 使わ な 
いで くだ さい 。 

禁止 

踏 ざ ん な ど が 破損 し た り 、 多 関節 脚立 が 不 

安定 に な っ て 、 転 倒 や 転落 の 恐れ が あり ます 。 


注意 多 関節 脚立 は 慎重 に 昇り 降り し 、 
途中 か ら 飛 び 降 り た り し な い 
〇 ① で くだ さい 。 
禁止 


傷害 事故 の 妨 れ が あり ます 。 降り る と き は 、 
最 下 段 の 踏 ざ ご ん まで 使っ て 民 重 に 降り て く 
だ さい 。 


ご 使用 前 の 点検 


多 関節 肢 立 を お 使い に な る 前 に は 、 下 記 の 
点検 を 行い 、 異 常 の な いこ と を 確認 し て く 
だ さい 。 

また 、 異 常に 対し て 処置 の で きる も の は 、 正 
し い 処 置 を し た 後に 使用 し て くだ さい 。 


1. 目 で 見 て 、 下 記 の 点検 を し て くだ さ 
い 。 


⑯ 踏 ご ん に グリ ー ス ・ 油 ・ 泥 ・ 雪 ・ 水 ・ ベ ペン キ 
な ど 、 滑 りや すい も の が 付い て いな いか 

確認 し 、 付 いて いる 場合 は きれ い に 拭 き 

取っ て くだ さい 。 (22 ペ ー ジ を 参照 ) 

@ 支柱 に 曲がり ・ ね じ れ ・ へ こみ が あり ま 
せん か 。 ある 場合 は 、 絶 対 に 使わ な いで 
廃棄 し て くだ さい 。 


@ 踏 ざ ご ん に 曲がり ・ へ こみ が あり ませ ん 
か 。 ある 場合 は 、 絶 対 に 使わ な いで 廃棄 
し てく さ ざい 。 


@⑳ 各部 の 接合 部 に 割れ や いち じ る し い 腐 
食 が あり ませ ん か 。 また 、 取 り 付け 部 品 
の 破損 脱落 ・ 変 形 ・ 摩 耗 いち じ る し い 
腐食 が あり ませ ん か 。 ある 場合 は 、 絶 対 
に 使わ な いで 廃棄 し て くだ さい 、。 


リベット ね じ ・ ピ ン な どの ゆる みや 抜け 落 
ち が あ り ま せん か 。 ある 場合 は 、 絶 対 に 使 
わな いで 廃棄 し て くだ さい 。 

@⑬ 滑り 止め キャ ッ プ (支柱 端 具 ) が 外れ た り 、 
すり 減っ た り し て いま せん か 。 外れ た り 、 
すり 減っ た り し て いる 場合 は 、 絶 対 に 使わ 
な いで くだ さい 。 必ず 上 弊社 まで ご 相談 い 
た だ き 、 新 し い 滑 り 止め キャ ッ プ ( 壇 柱 端 具 ) 
と 交換 し て くだ さい 。 


ら . 下 記 の 箇所 を 触っ て 点検 を し て く 

⑩ 難 段 の 踏 ざ ご ん を ね じ っ て みて 、 ガ タツ キ 
が な いか 点検 し て くだ さい 。 ガタ ツキ が 
ある 場合 は 、 絶 対 に 使わ な いで 廃棄 し て 
くだ さい 。 


3. 全 て の 関節 部 を 開閉 し て 、 下 記 の 点 
検 を し て くだ さい 。 


⑩ 関節 部 の ロッ ク を 解除 し て 、 ス ムー ズ に 
開閉 で きま すか が 。 
スム ー ズ に 開閉 で き な い と き は 、 全 て の 
関節 部 に 泥 や セメント ・ ご み の 噛 み 込み 
が な いか 点検 し 、 あ れ ば 取り 除い て くだ 
さい 。 

@ 全て の 関節 部 に ゆる みや ガタ ツキ が あり 
ませ ん か 。 
ガタ ツキ が ある 場合 は 、 関 節 部 に ゆる み 
や 外れ が 考え られ ます の で 、 絶 対 に 使わ 
な いで 廃棄 し て くだ さい 。 

@ 関節 部 が 確実 に ロッ ク す る か 点検 し て く 
だ さい 。 関節 部 の 1 ケ所 で も 確実 に ロッ 
ク で き な い 場合 は 、 絶 対 に 使わ な いで 廃 
棄 し て くだ さい 。 


注意 
支柱 を 最も 折り た た ん だ と き は 、 ロ ッ ク さ 
れ ま せん 。 


多 関節 脚立 の 使い か た 


1. 設 置場 所 に つい て 


@ 平坦 で 安定 し た 場所 、 滑 り に くい 場所 、 ま 
た 多 関 節 肢 立 が 埋もれ な い 場 所 を 選ん 
で 設置 し こく だ さい 。 

@ 雨 や 水 の か か ら な い 場 所 、 強 い 風 を 受け 
な い 場 所 に 設置 し こく だ さい 。 

@ 多 関節 肢 立 の 周囲 に 危険 な 物 が な く 、 バ 
ラン ス の 良い 姿勢 で 使え る 位置 に 設置 し 
て くだ さい 。 

@ 設置 後 は 、 多 関節 脚立 に ガタ ツキ が な い 
か 確認 し 、 あ る 場合 は 多 関 節 脚 立 の 位置 


を 移動 し こ ガ タツ キ を 取り 除い て くだ さい 。 


@ は し ご と し て 使う こき は 、 は し ご と の 接点 
が 使用 質量 に 十分 耐え られ 、 横 すべ りや 
ガタ ツキ が な いこ と を 確認 し て 、 あ る 場 

合 は 、 は し ご の 位置 を 移動 し こ て ガ タツ キ 

を 取り 除い て くだ さい 。 


ら . 持 ち 運び の し か た 


多 関節 脚立 を 持ち 運 宮 と き は 、 図 の よう に 両 


手 で 支柱 を 持っ て 運ん で くだ さい 。 

また 、 持 ち 運 避 前 に は 、 必 ず 支 柱 が 開か な い 
よう に 踏 ざ ご ん を ロー プ な ご ど で 固 定 し て くだ さ 
し 


し 
@ ガタ ツキ が な い V 


安定 し た 場所 
@ 滑ら な い 場 所 


ーーーーー デ ーー "イイ T 
@ ゆす つて 横 す べり 
し な い 屋 根 や 壁 
@ ガタ ツキ が な いか 


@ 接点 は 使用 質 
に 十分 耐 えら れ 


@ 多 関 節 脚立 が 埋 
れ な い 場 所 


@ 雨 や 水 の か か ら 


な い 場 所 


@ 多 関節 脚立 の 周 
物 は 取り 除く 


関節 部 の 操作 の し か た 


3. 多 関節 脚立 の 
開き か た と 閉じ か た 


関節 部 は 、 約 40 度 ・ 約 105 度 ・180 度 の 開 
き 角 度 で ロッ ク で きま す 。 

折り た た まれ て いる と き は 、 関 節 部 は 解除 の 

状態 に あり 、 脚 を 開く こと が で きま す 。 

関節 部 が ロッ ク 状 態 の と き は 、 ロ ッ ク ビ ピン が 

L 側 に 移動 し ます 。 解除 状態 の と き は 、 ロ ッ 

ク ピ ン が 0 側 に 移動 し ます 。 

多 関 節 脚立 の 開閉 は 、 下 記 の 要領 で 行い ます 。 


⑩ 折り た た まれ て いる 脚 を 開く と 約 40 度 
の 角度 で "カチ ッ ~ と 音 が し て 、 ロ ッ ク の 状 
態 に な り ま す 。 

@ 有 再度 開く と き は 、 ロ ッ ク 解 除 レ バー を 引い 
て ( 図 の 矢印 方 向 ) ロッ ク を 解除 し 、 脚 を 
開く と 約 105 度 の 角度 で "カチ ッ ~ と 音 が 
し て ロッ ク の 状態 に な り ま す 。 

@ さら に 開く と き は 、 ロ ッ ク 解 除 レ バー を 引 
いて ロッ ク を 解除 し 、 脚 を 開く と 180 度 
の 角度 で "カチ ヅ " と 音 が し て ロッ ク の 状態 
に な り ま す 。 

@ 閉じ る と き は 、 ロ ッ ク 解 除 レ バー を 引い て 
ロッ ク を 解除 し 、 静 か に 折り た た ん で くだ 
さい 。 

開き 角度 180 度 か ら 約 105 度 ( 約 40 度 ) 
の 角度 に する と き は 、 い っ た ん 脚 を 約 90 
度 ( 約 20 度 ) の 角度 まで 閉じ て か ら 、 目 
的 の 角度 まで 開い て くだ さい 、。 目的 の 角 
度 に な る と "カチ ヅ " と 音 が し て ロッ ク の 状 
態 に な り ま す 。 


ッ ク 状 態 


ッ ク ピ ン (し - 側 に 移動 
レバ ー 


角度 約 40 度 
カチ ッ と 音 
が する まで 
脚 を 開き ま 


カチ ッ と 音 が 
する まで 脚 
を 開き ます 。 


角度 約 180 度 、 
②⑨ カ チッ と | 


音 が する りあ 
まで 脚 を し WM 
開き ます 。 いい 


使用 状態 と 使い か た 


4. 脚 立 ・ は し ご ・ 足 場合 に 
する と まき と た た みか た 


収納 状態 で 寝かせ ます 。 ( 図 1) 

人 上 側 の 脚 を 開 さ ます 。 (図ら ) 

@ 製品 を 裏返し に し ます 。 ( 図 3) 

@ も う - 方 の 脚 を 開き ます 。 ( 図 4) 

製品 を 垂直 に 起こ し 、 踏 ざん を 両手 で 持っ て 
開く と 、 脚 立 に な り ま す 。 ( 図 5) 

⑬ 製品 を 180 度 に 開く と は し ご に な り ま す 。 

( 図 6) 

偽 は し ご 状態 か ら 、 両 側 の 脚 を 1 段階 ( 約 105 
度 ) 折り た た み 、 裏 返し に する と 、 走 場合 に 
な り ま す 。 ( 図 7) 
※ 開 閉 す る と き は 、 必 ず 関 節 部 が 解除 の 状 
態 に な っ て いる こと を 確認 し て か ら 行っ て く 
だ さい 。 

た た みか た は 、W 一 ⑫@ の 逆 の 手順 で 行っ て 
くだ さい 。 


注意 

* 使用 する と き は 、 全 て の 関節 部 (6 ケ所 ) 
が ロッ ク 状 態 で ある こと を 確認 し て くだ 
さい 。 

* 開閉 は 、 慎 重 に ゆっ くり 行っ て くだ さい 。 
乱暴 に し ます と 回 転 部 で 手 を は さん だ り 、 
変形 や 破損 の 原因 に な り ま す 。 

* 関節 部 に 砂 ・ 泥 や ほこ り が 入ら な いよ う 注 
意 し て くだ さい 。 


( 図 1) 
(図ら ) 
E ド ーー ーー | 
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し ーー 
N、 プ 開く 
約 180 度 
は し ご 状態 
( 図 の SN 


約 105 度 


定 場 台 状 態 


使用 状態 と 使い か た 


5. は し ご の 起こ し か た ・ 


上 か ら 見 た 図 
倒し か た 恩 計 
作業 は の 人 で 行っ て くだ さい 。 起こ す 還 
ーー * ナ ー 5 っ 還 
く 起 こし か た > GFTTF ぬ F* 
⑩ 見 る 建物 に 対し て 、 は し ご と 2 人 の 作業 ーー ペ プ ト 
者 は 右 図 の 位置 に な り ま す 。 1 は し ご トー 
@ 建物 側 の 人 (B) は 、 は し ご が 動か な いよ 内 2 記 
うに 滑り 止め キャ ッ プ ( 支 柱 端 具 ) 部 分 を | 一 
足 で 押さ え 、 も う 一 方 の 人 (A) が 踏 ざ ん 
を 持ち か えな が ら 、 ほ ば ぼ 垂 直 ま で 起こ し 
て くだ さい 。 こち ら 側 が 、 は し ご 状態 の 裏面 で す 。 
※「 こ の 面 は 裏面 で す 使用 禁止 」 
の ラベ ル が 貼っ て ある 
ン 
貴 ざん を 持ち か えな 
が ら 起 こす 
滑り 止め キャ ッ プ (支柱 端 具 ) 部 分 を 足 で } 
さえ る 
ぐ 倒 し か た > 


⑯ 2 人 の 作業 者 が 向かい 合っ て 立ち 、 建 物 


側 の 人 ( 


B ) が 、 滑り 止め キャ ッ プ (支柱 


端 具 ) 部 分 を 中 


E で 押さ えて くだ さい 。 


@ も う 一 方 の 人 


A) が 、 は し ご の 踏 ざ ん を 


持ち か えな が ら 倒 し て くだ さい 。 


6. は し ご の 立て 掛け か た 


は し ご の 立て 掛け は 、 ら 人 で 行っ て くだ さい 。 


0 は し ご の 表面 が 使え る よう に 立て 掛け て く 
だ さい 。 

※ 裏面 に は 「 は し ご 状態 で は 、 こ の 面 は 裏面 
で す 使用 禁止 」 の ラベ ル が 貼っ て あり ます 。 

@ は し ご の 立て 掛け 角度 を 約 75 度 に 調整 し 
ます 。 

※7/5 度 の 目安 は 、 支 柱 に 貼っ て ある 「75 度 
指示 ライ ン 」 を 、 水 平 な 地面 ( 床 ) 垂直 な 建 
物 と 平行 に な る よう に し て くだ さい 、。 


@ は し ご を 正面 か ら 見 て 、 ま っ すぐ (水平 な 地 
面 に 9C 度 ) に 立て 掛け こく だ さい 。 


@ 屋根 な ど に 立て 掛け る 場合 は 、 は し ご と 建 
物 と の 接点 が 、 最 上 段 と ら 段 目 の 踏 ざん の 
間 が 理想 的 で す 。 

※ 上 記 以 上 に 、 は し ご が 接点 か ら 突 き 出 て し ま 
うと き は 、 補 助 者 が 特に 注意 し て は し ご を 押 
さえ て くだ さい 。 また 、 は し ご 上 の 使用 者 は 、 
接点 より 上 の 踏 ざ ん や 支柱 に 体重 を か け な 
いで くだ さい 。 


7 岬 障 WV ュ JIS「t 


ロ 1 最上 段 の 踏 ざ ん 


1 2 段 目 の 踏 ざん 


この 間 が 接点 に な る の が 
理想 的 
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hi 


ーW 芝 ぎ ん と 地面 ( 床 
ーー を 平行 に する 


使用 状態 と 使い か た 


7. は し ご の 
昇り か た ・ 降 りか た 


e 昇る 前 に 、 必 ず 全 て の 関節 部 (6 ケ所 ) が 確 
実に ロッ ク さ れ て いる こと を 確認 し て くだ 
さい 。 


e は し ご は 、 表 面 と 裏面 が あり ます 。 昇る 前 に 
表面 で ある こと を 確認 し て くだ さい 。 裏面 
に は 、「 こ の 面 は 裏面 で す 使用 禁止 」 の ラ 
ベル が 貼っ て あり ます 。 


e 運動 靴 な ど 、 滑 り に くい は き 物 を は いて くだ 
さい 。 


e 身体 の 前 面 を は し ご に 向け 、 両 手 両足 を 使 
つて 、 慎 重 に 昇り 降り し て くだ さい 。 


e 妊 l り 降り に 支 遼 を きた す よ うな 荷物 が ある 
と き は 、 背 中 に 背負 うな ど し て 、 両 手 を 使え 
る よう に し 、 身 体 の バラ ンス に 注意 し な が ら 
昇り 降り し て くだ さい 。 

e は し ご か ら 屋 根 、 屋 根 か ら は し ご に 乗り 移る 
と き は 、 は し ご が 不安 定 に な り ま す 。 補助 者 
が は し ご を し っ か り 押 さえ て 、 安 定 さ せ て く 
だ さい 。 

e は し ご を 使っ て 降り る と き は 、] 段 ず つ 踏 ざ 
ん に 足 を 掛け 、 最 下段 の 踏 ご ん まで 使っ て 
慎重 に 降り て くだ さい 。 

e 昇り 降り する と き は 、 補 助 者 が 滑り 上 上 の め キ ャ 
ッ プ (支柱 端 具 ) 部 分 を 片 定 で 押さ えて 、 両 
手 で し っ か り 支 えて くだ さい 。 


背中 に 背 


両手 両足 
使っ て 

段 ず つ 
昇り 降り する 


両手 で 支え る 一 ヶ 


*『 り 降り に 支障 を きた す よ うな 荷物 は 、 
こ 背 負う 


滑り に くい 
は き 物 を 
使用 する 


滑り 止め キャ ッ プ (支柱 端 具 ) 部 分 を 
片足 で 押さ える 


8. 脚 立 の 昇り か た ・ 
降り か た ・ 作 業 の し か た 


e 昇る 前 に 、 必 ず 全 て の 関節 部 (6 ケ所 ) が 確 
実に ロッ ク さ れ て いる こと を 確認 し て くだ 
さい 。 

e 運動 靴 な ど 、 滑 り に くい は き 物 を は いて くだ 
さい 。 


e 身体 の 前 面 を 脚立 の 昇降 面 に 向け 、 両 手 ・ 
両 定 を 使っ て 、 慎 重 に 昇り 降り し て くだ さい 。 


e 荷物 が ある と き は 、 背 中 に 背負 うな ど し て 、 
珈 手 を 使え る よう に し て くだ さい 。 


e 脚立 の 上 で 作業 する と き は 、 「 脚 立 状態 で は 、 
ここ に の る こと 禁止 」 の ラベ ル の 貼っ て な 
い 踏 ざん に 立ち 、 踏 ざん に 身体 を 当て 、 安 
定 さ せ た 状態 で 作業 し て くだ さい 。 


@ 脚立 の 上 で 作業 する と き は 、 脚 立 の 支柱 か 
ら 身 体 を 乗り 出さ な いで くだ さい 。 

@ 降り る と き は 、 飛 び 下 り ず に ] 段 ずつ 踏ん 
こ 定 を 掛け 、 最 下段 の 踏 ご ん まで 使っ て 慎 
重 に 降り て くだ さい 。 
e 踏 ご ん に 乗る と き は 、 図 の よう に 足 を 掛け て 


錯 立 を 移動 する と き は 、 脚 立 か ら 地 上 に 降り 
て 移動 し て くだ さい 。 
※ 使 最大 高 さ : 乗 る こと が で きる 最大 の 高 さ 


正しい 定 の 掛け か た 


こく い は き 物 を 
る 


上 か らら 段 目 の 
踏 ざ ん に 立ち 、 


悪い 足 の 掛け か た 


ら 0 


使用 状態 と 使い か た 


9. 定 場 台 の 昇り か た ・ 
降り か た ・ 作 業 の し か た 


e 昇る 前 に 、 必 ず 全 て の 関節 部 (6 ケ所 ) が 確 
実に ロッ ク さ れ て いる こと を 確認 し て くだ 
さい 。 

e 運動 秩 な ど 、 滑 り に くい は き 物 を は いて くだ 
さい 。 

e 清掃 作業 で お 使い に な る と き は 、 足 場合 に 
水 が か か ら な いよ う 十 分 気 を つけ て ご 使用 
くだ さい 。 

@ 足場 板 を 載せ て 、 ロ ー プ な ど で 確 実に 固定 
し て くだ さい 。 

※ 足 場 板 は 、 本 体 表 示 ラ ベル に ある 推奨 二 
法 ( 幅 x 長 さ :69cmx 1 m47cm 厚 さ : 
cm 以上 ) の も の を ご 用 意 く だ さい 。 

e 身体 の 前 面 を 足場 合 の 昇降 面 に 向け て 、 慎 
重 に 昇り 降り し て くだ さい 、。 

* 降り る と き は 、 飛 び 降り ず に 1 段 ずつ ざ ん 
に 足 を 掛け 、 最 下段 の 踏 ご ん まで 使っ て 慎 

重 に 降り て くだ さい 。 

* 足場 合 の 上 で 作業 する と き は 、 身 体 が 足場 
台 か ら 乗 り 出 さ な い よう に し て くだ さい 。 

@ 足場 板 に 乗る と き は 、 身 体 が 足場 板 の 中 央 
に くる 位置 に 乗っ て こく だ さい 、。 

e 踏 ざ ん に 乗る と き は 、 図 の よう に 足 を 掛け 
て くだ さい 。 

@ 定 場 台 を 移動 する と き は 、 足 場合 か ら 降 り 
て 移動 し こく だ さい 。 


洒 柚 


印 


E し い 定 の 掛け か た 


使用 後 の お 手入れ と 保管 の し か た 


1. お 手入れ の し か た 


多 関 節 脚立 に と っ て 泥 ・ 汚 水 ・ セ メン ト ・ 石 灰 ・ 

海水 は 大 敵 で す 。 いつ も きれ い に し て お い 

所 く CeL1。 

く 掃除 の し か た > 

汚れ は 、 濡 れ で うき ん な ご ど でき れい に 拭き 
取っ て くだ さい 。 

@ 汚 れ が いち じ る し い 場 合 は 、 水 洗い し た 後 、 
乾い た 布 で 拭い て くだ さい 。 

@:) 

クリ ー ナ ー や 洗剤 が 残ら な いよ うに 、 き れい 

こ 拭き 取っ て くだ さい 。 

人 注意 

* 関節 部 に は 、 適 時 注油 し て くだ さい 。 

* クリ ー ナ ー や 洗剤 を 付け た まま に し て い 
ます と 腐食 の 原因 に な り ま す 。 


Ns 


く 現 象 > e 使っ た と き に 、 グ ラグ ラ す る 。 
点検 する 箇所 


系 の 汚れ は クリ ー ナ ー や 洗剤 で 落と し た 後 、 


ら . 保管 の し か た 


⑳ 雨 や 直射 日 光 の 当たら な い 、 風 通し の 良い 
乾燥 し た 場所 を 選ん で 保管 し こく だ さい 。 
雨 や 直射 日 光 が 当 た る と 、 各 部 の 腐食 や 劣 
化 に より 、 強 度 低下 の 原因 に な り ま す 。 

@ 本 製品 が 濡れ て いる と き は 、 十 分 に 乾燥 さ 
せ て か ら 保 管 し て くだ さい 。 

注意 

e 保管 中 は 、 本 製品 の 上 に 物 を 置か な いで 
くだ さい 。 変形 の 原因 に な り ま す 。 

e 関節 部 に 砂 ・ 泥 や ホコ リ が 入ら な いよ う 
に 注意 し て くだ さい 。 

e 農薬 や セメント ・ 石 灰 の 近く に 本 製品 を 
置き ます と 、 化 学 反応 を 起こ し て 腐食 の 
原因 に な り ま す の で 、 絶 対 に 置か な いで 
くだ さい 。 


処置 の し か た 


支柱 と 踏 ざ ん の 接合 部 に 、 ゆ る みや ガタ ツ 
キ が あり ませ ん か 。 


ある 場合 は 、 使 わな いで 廃棄 し て くだ さい 。 


支柱 と 関節 部 の 接合 部 に 、 ゆ る みや ガタ ツ 
キ が あり ませ ん か 。 


ある 場合 は 、 使 わな いで 廃棄 し て くだ さい 。 


